
 

＊聖書翻訳本文は日本聖書協会『聖書 新共同訳』からの引用です。 

２０２６年４月１２日 復活節第二主日礼拝説教 

「信じる恵みと幸い」（ヨハネ２０章１９～３１節） 

 

〇ヨハネ１９章２５節の みことば 
 
「あの方の手に釘の跡を見、この指を釘跡に入れてみなければ…わたしは決して信じない。」 
 
＊ほかの弟子たちの〈証し〉だけでは信じられないトマス 
 
☆「主を見た」（２５節）と言っていた弟子たちも… 
 
☞少し前に、よみがえりのイエスに出会っていたから 

 

〇マルコ１６章１１節の みことば 
 
「彼らは、イエスが生きておられること…イエスを見たことを聞いても、信じなかった。」 
 
＊マリアが言ったことを受け入れない弟子たち 
 
★だれよりも先に、キリストに出会ったマリアも… 

 

〇ヨハネ２０章１４節の みことば 
 
「イエスが『マリア』と言われると、彼女は振り向いて、」 
 
＊御声を聞くまで、墓の前で泣いてばかりのマリア 
 
⇒復活の主イエスとの出会いから始まる新たな道 
 
※よみがえりのことは、だれも信じることができない。 
 

今日の みことば：ヨハネ２０章２７節 

「信
しん

じない者
もの

ではなく、信
しん

じる者
もの

に なりなさい。」 
 
＊復活を信じる力は、信じる者になれと命じる御方から 
 
「見ないで信じる人は、幸いである。」（２９節） 
 
※キリストが、あなたを見ずに信じる者へと変えられる。 


